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≪特集：手口財を学ぷ≫  

図書館 と著作権  

暗 稟 象 一 
＊  

［抄録】図書館がかかわる著作権に関する諸問題を解説Lた。回育館における複製は著作権法  
31粂によっている。実施においては権利者と図書館の間の合意やガイドラインに沿っておこ  

なう必要がある。企業における複製．副作用情報収集のための複製についても触れた。また囲  
専館におけるインターネットの利用．貸L出し．その他日常的に遭遇する著作権関連の開票削こ  
ついても述べた。  

［キーワード］著作権．複写．インターネットの利用，貸し出L．引取 コンテンツの利用．  
リボジトリ．フェアユース  

います㌔   

乱 国書館に点ける複製  

2．1．著作権法31乗   

現在の著作権法は昭和45く1970）年に公布．  

46年に施行されまLた。その31粂は次のように  

なっています。  

（同音館等における複製）   

第31粂 国立国会国書館及び図書，記録その   

他の資料を公衆の利用に供することを目的とす   

る国書館その他町施設で政令で定めるもの（以   

下この項において「国章館等」という。）にお   

いては．次に掲げる場合には，その昔利を目的   

とLない事業とLて，国書館等の国書l記録そ   

の他の資料（以下この共において「図書館資   

料・」という。）を用いて著作物を複製すること   

ができる。   

すなわち．ここで該当する同書舘では．著作権  

者の許諾なしに蔵香の複写ができます。この複写  

は．本来は図書館扇がおこなうのですが，実務上  

はt 国書館内にセルフ式自動コピー機を設罷し  

て，利用者が自分で複写することが認められてい  

ます㌔一方．利用者が携帯やデジカメ等で図書  

館の蔵青を複製することは，「私的慣用のための  

複製」（怯30粂）が適用され．法的な問題はない  

ものと一般的にはみられています削が．国書館内   

1．は じ め に  

国吉館は君作粍をもつ権利者と利用者の接点に  

たっている，いわば著作権の最前線ということが  

できます。図書館の仕事をきれる場合は．著作権  

につtlての正確な理解が重要です。   

著作権というのは非常に強い権利です。著作物  

を利用Lようとする人は．あらかじめ著作権者の  

許諾を取ることが原則であり．著作権者は理由の  

いかんを問わず．利用を禁止することができま  

す。それではいかにも不便なので．日本の著作権  

法では，個人の私的な慣用や公共性の高い利用方  

法については．その権利を「制限」Lて．許諾な  

しでの利用を認めています。図書館に関連する上  

記「国書館における複写」など，「権利制限」を  

中心にして以下に説明Lたいと思います。   

な乱 暴近「情報管理』誌で著作権に関する  

連載1‾引をおこなっでいるので．それも合わせて  

お読みいただくことをお勧めLます。また．専門  

国書錯協課金では．『専門国書館Q息A』刷とい  

う賢料を発行Lており．参考になります。また，  

閻書館における複製については藤田氏がまとめて  

事SoichiTOKユZANE   
〒441一日522豊橋市町畑町1【1   

愛知大学文学部（囲膏錯情報学専攻）   

E－mail：tOkizane＠ai亡hトu．ac．jp  



図書館と著作権（時実） 99  

で撮影行為をすることは好ましくないという．管  

理上の理由で禁止Lている囲蕎棺が多いようで  

す。   

2．2．著作権法31集が適用される国書館   

著作権法31条で複製ができる囲蕃館は国立国  

会国書鯖のほかは，「政令で定めるもの」となっ  

ています。その著作権法施行令の帯1条の3はそ  

の国書錯を－「国書館怯第2尭第1項の図書館．  

大学または高等専門学校の図書館．国公立の博物  

館等の図書館．国公立研究所図書室．その他文化  

庁長官が指定するもの」．としています。Lた  

がって大学国書館では無許諾の複製が可能です。  

「図書館法帯2‾条帯1項の国書館」とは「地方  

公共団体，日本赤十字社又は一粒社団法人若しく  

は一般財団法人が設置するもの」であり，公立国  

書館のほか．社団法人．財団法人（一般と公益含  

む）の図書館（私立回書館）も該当します。これ  

ら回書館が31尭に基づく複写をおこなうには．  

司書相当の職展を置くなどの条件を満たす必要が  

あります（著作権法施行令・第1尭の3）。なお病  

院図書室については法令には明記されていません  

が，日本病院ライブラリー協会は31粂に該当す  

るとの立場をとっています1馴。   

最後にある文化庁長官が指定する図書館は．日  

本医師会医学回書館．東京商工会講所経済資料セ  

ンター等29施設となっています1㌔   

2．3．複写できる賛料と範囲   

国書館で複写できる資料は国吉館の蔵膏です。  

LかLその図書館に必要な本がない場合．他の園  

膏備から借りることがあります。これが図書館相  

互貸借です。相互貸借で借りた本の一部を複写し  

て利用者に提供することもできることになってい  

ます1㌔   

雑誌などの記事については他の図書館に複写依  

頼をすることもあります。これについては31粂  

の複製に諌当L．許諾は必要ありません。複写を  

郵送するかわりに，ファックスや電子メールで  

PDFを送信することもできますが，PI〕Fは送受  

信のためにだけに使用し，利用者には印刷Lて紙  

で渡すこととなっています（大学国事鯖に限る取  

り決め）。このようなガイドラインは，権利者と  

国書館の間の合意で決められました】3）。   

また．複写できる範囲ですが，著作権法31粂  

1項の1号では．これを「公表された若作物の一  

部分（発行後相当期間を経過Lた定期刊行物に掲  

載された個々の著作物にあっては，その全部〕の  

複製物を一人につき一部提供する」と定めていま  

す。ここで著作物の一部骨とは「少なくとも半分・  

を超えないもの」と解釈されています1㌔また定  

期刊行物が複写可能となる発行稜相当期間につい  

てはt 次号が発行されるまで．または発行後3カ  

月が経過Lたのち，とされています㌔   

また．複製しようとする著作物が比較的小さい  

（たとえば事典の一項冒や俳句の一旬，短歌の一  

首など〕場合．複写機で複写すると他の著作物も  

写り込んでしまいます。これについては権利者と  

図書館の間の話L合いで．写り込みを許すことに  

なりました脚。   

なお．大学回書館における複写等については黒  

揮氏の記事も参考にLてください㌔   

2．4．企業図書館の複写   

企業図書館には著作権法31粂が適用されない  

ので．複写するには許諾が必要です。しかL，い  

ちいち著作権者の許諾を得ることは極めて困難な  

ので．著作権管理団体と契約L，許諾なLで複写  

をLています。管理団体には社団法人日本複写権  

センター打RRC）．一粒社団法人出版者著作権管  

理機構けCOPY）．一般社団法人学術君作棒協会  

（JAACC）．日本出版著作権協会（JPCA）など  

があります。その際の著作権料は．あらかじめ定  

められた計算式を用いたり．檀写の実績から計算  

されたり，個別に計算されたりLます。外部の文  

献複写サービスを利用する場合もあると思います  

が．これらのサービス業者は，複写物を提供する  

ために．前述の著作権管理団体と契約を締結して  

います㌔なお一部の著作権者．たとえば日本経  

済新聞社などは，これら管理団体を適Lていない  

ので．社内の会読などのために記事をコピーした  

い場合は．直積許諾をとるれ 包括契約をする必  

要があります抽。   

2．5．アーカイブのための複製   

著作権法31条1項の2骨では．「回春館資準トの  

保存のため必要がある場合」複製ができるとあり  

ます。文化審講会著作権分科会の2009年の報告   
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書17）では．「国立国会囲書館以外の回書鯖等の行  

うアーカイブ活動については．前述のと卦り現行  

帯31条帯2号の規定に該当するのであれば，そ  

の所蔵する資料を複製することができる。例え  

ば．損傷．紛失の防止等のためにデジタル化する  

ことも不可能でなく…」とあり，31尭に該当す  

る図書館ではデジタル化によるアーカイブが可能  

とされています。ただL．デジタル化した資料を  

館外に提供することにりいては今後の協諌が必要  

とされています。   

2．6．副作用情報収集のための複製   

著作権法42条では裁判手続のため．または副  

作用情報収集のための複製が許諾なしにおこなえ  

るとLています。ただLこの複製は31尭にもと  

一ゴく複写とは区別することが適切です。   

2．7．インターネットの利用   

国専借においては．著作権法31条．42尭（上  

記）等で特に定められた以外の複製はできませ  

ん。インターネットで検索Lた画面をプリンタに  

印刷Lたり．USBに保存することは複製となる  

ので．これも認められません。Lたがって．公共  

図書館内のパソコンはインターネットには接揖L  

ても，プリンタがついていないのが普通です。大  

学などでは．誤解を避けるため，学生が勉強のた  

めに使用するパソコン室は．国書館とは区別Lて  

運用することが望ましいと考えられます。   

また企業の場合．「私的慣用」は存在Lないの  

で．一般にインターネットの画面を印刷またはダ  

ウンロードするには許諾が必要です。これではい  

かにも不便で，また実態と禿離Lているので．こ  

うした利用をフェアユースとLて認めてほしいと  

いう要求がありますが．新聞社などは強く反対L  

ています。   

なお，電子ジャーナルやデータベースなど．契  

約で利用Lているコンテンツは，その契約で措定  

されている範閣内で，公共図書館でも企業内で  

も，印刷やダウンロードができることはいうまで  

もありません。   

3．貸し出しと著作権  

著作権法には，もともと「貸与権」はありませ  

んでしたがt CDレンタル店が増えたなどの背景  

から昭和59年の改正で導入されまLた。最初は  

書籍や雑誌は除かれていまLたが．2005年から  

その除外が外れ．書籍にも貸与権ができまLた。  

したがって本を貸すには本来著作権者の許諾が必  

要です。LかL．著作権法3自乗の4項では．非  

営利で料金を取らない場合（料金が運営・維持費  

程度の場合も含まれる）は許諾の必要がないこと  

になっているので，国吉備は映画の著作物以外の  

もの．つまり本や音楽CDを自由に貸し出すこと  

ができるわけです。   

映画（動画）には貸与権より広い「頒布権」が  

あります。これに基づく貸与は．非営利・無料で  

ぁっても権利制限は限定的で，補償金（頒布権使  

用料）を上乗せしたビデオソフトを使う必要があ  

ります（38尭5項）1㌔本の付録などに動画の  

DVDが入っている場合．これらには補償金を支  

払っていないので．これを取り外Lて貸L出すこ  

とになります。   

4．引  用  

著作権法32粂1項は．「公表された著作物は．  

引用Lて利用することができる」と善かれていま  

す。ここでいう「引用」とは，他の著作物の一部  

分を自分の著作物の中にコピーすることであり．  

学術論文でいう「引用文簡」とは少し意味が異な  

ります。   

学術論文でよく問題になるのは．他者の論文に  

記載されているデータや国表．写真を白骨の論文  

に取り込んでよいかということです。まず「デー  

タ」には著作権はありません1㌔ したがりて他の  

論文の表にあ ったデータをそのまま．または加工  

Lて使うことには何の問題もありません。当然な  

がら，出典を明記することは．論文執筆上の倫理  

でありt 礼儀です。な二楓 科学技術データの利用  

については野口祐子氏の記事即も参考にして〈だ  

さい。   

次に囲や写真ですが．これらには著作権があり  

ますが．上記のように「引用」と解釈できる場合  

は賛作栴上は無許諾で利用可能です。LかL，多  

くの海外の出版社などは．これらの利用につVlて  

許諾と料金支払い（商業的な利用の場合など）を  

要求Lています（ただしCreativeCommonsの   
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とらなくてはならない場合があります瑚。   

7． フェアユース  

わが国の著作権法は，さまぎまな利用形態ごと  

に個別制限規定の限定列挙方式を採用Lていると  

されています。この方式では．利用の際に迷うこ  

とが少なく使いヤすい面もありますが．一方で．  

明示的によいとされている使用方法以外は禁止さ  

れるため．新Lいメディアや新しいビジネスが登  

場Lたときに迅速に対応できないという問題があ  

ります。   

これについては，米国にならって著作権法に  

フェアユース規定を設けるべきではないか．との  

意見があり．文化庁文化審議会著作権分科会で検  

討Lていました。その結果．2010年の12月に．  

「著作物の付随的な利用」（例とLて写真の写り込  

みなど）．「適法利用の過程における著作物の利  

用」（例とLてCDに録音する際のマスターテー  

プへの複製など），「著作物の表現を享受Lない利  

用」（例として技術の開発の過程での著作物の素  

材としての利用など）など，限定的な範囲の利用  

について，「権利制限の一般規定」ほ本版フェア  

ユースとも呼ばれる）を隼人することが適当との  

報告をまとめています姐。現在のところ，図書館  

での利用に直接関係する栴利制限，たとえば  

Web画面のダウンロードヤ印刷を可能にするよ  

うな改正については「個別権利制限規定の改正又  

は創設により対応することが適当」とされていま  

すにの報告の26p．）茄）。  

乱 由 わ り に  

囲書館は権利者と利用者の間に立っており，著  

作権問題で尭面に立つことが多いと思われます。  

著作権法干その運用は常に変化しており†最新の  

情報を知っておくとともに，利用者側に立った主  

弓長を発信Lていくことも重要だと思います。この  

記事がそのための参考になれば幸いです。   

参 考 文 献   

1〕商 亮一．敢えて1著作権 帯1回 著作権と  
は？ 著作物を利用する．とは？．情報管理．  
53（7）．2010．38卜395．   

ライセンスを用いるオープンアクセス雑誌では．  

図や写真の利用は自由です〕。このような規定が  

ある場合は．トラブルを避けるため，囲や写真の  

利用の際に許諾を取っている例が多いようです。  

なお表のデータには著作権がないものの．表のレ  

イアウトに独創性があれば著作権が成立する場合  

もあるので．表をまるごとコピーする場合は．国  

や写真と同株に考えたほうがよいと思います。   

5．国書常によるコンテンツの利用  

国書館の「お知らせ」などで本の紹介をすると  

きに．本の表紙や挿絵のサムネイルを載せたいこ  

とがあります。これらの絵やデザインには著作権  

があります。これは本の婿介記事の中で使われて  

いる場合は引用にあたると考えられ，無許諾で使  

用できますⅡ〕。よく出版社に使用許諾を問い合わ  

せる国書館がありますが．出版社には著作権がな  

い場合が多く．その場合は許諾する権限もありま  

せん。しかし本の宣伝になることですから，出版  

社は「どうぞ」ということが多いようです。なお  

本の未耗のサムネイルをホームページに掲載する  

場合については，2009年の著作権法の改正によ  

り．図書館資料の閲覧や貸し出しのためであれば  

可能になったと考えられます21）。   

6．従業員の著作物と機関リボジトリ  

徒費員が会社の指示により業務で作成L，会社  

の名義で発表した著作物は会社のものとなります  

（著作権法15尭〕。しかし通常大学の政見や会社  

の研究者が学術発表Lた論文の著作権は．その個  

人に属すると考えられます。ただし．科・学技術系  

の多くの学術雑誌では．Natur巳やオープンアク  

セス雑誌などの一部の雑誌を除き，論文発表の際  

に著作権を出版社に譲渡します22）（人文・社会科  

学系は譲渡しない場合が多いようです）。   

最近．大学等の囲書館で機関リボジトリを構築  

し，所属研究者の論文を登載することがおこなわ  

れています。この場合も本来ならば多くの場合著  

作権者である出版社の許諾が必要ですが．欧米の  

主要な出版社は．機関リボジトリに限って軽許諾  

で登載することを認めています甜。日本の学会誌  

では必ずしもそうではないので謝．個別に許諾を  
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複写と著作権．情報管理．53（呂）．2010．亜9－  
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